
　

　工業用地の不足や毎年の人口増に伴う住宅供給などの課題を抱える札幌市と、
流下能力の向上を図るため実施している河道の浚渫・掘削で発生する土砂処理が
課題となっている開発局とが平成９年度に協定を結び、土地区画整理事業と一体
となった堤防強化対策を実施している。
　当該事業は、土地区画整理事業と一体的に堤防を強化することで治水安全度を
向上させるとともに、掘削土の有効活用を図る。また、計画的な道路・公園など
の公共施設による市街化の整備・開発が促進され、良好な河畔空間を有する住宅
地の供給を図る。

治水事業と土地区画整理事業との一体的推進（豊平川堤防強化）

【事業間連携】

位置図

豊平川堤防強化対策完成イメージ図

豊平川
現堤防

丘陵堤整備区域 土地区画整理事業施工区域

1:100
1:5

堤防強化対策

　事業間連携により、堤防整備
区域と土地区画整理事業施工
区域とを緩傾斜の勾配で一体
的、連続的に整備し、治水安全
度の向上と、良好な住環境の創
出を図ります。　　　　　　　　　　

　　

取組事例（１）

第３章　時代のニーズに応じた開発事業の展開



【事業間連携】 取組事例（２）

釧路湿原の保全・再生のための総合的取組

　ラムサール条約登録湿地である釧路湿原は、我が国を代表する傑出した自然環境
の一つで、野生生物の重要な生育・生息の場となっているが、近年、流域の経済活
動の拡大等に伴い湿原面積が著しく減少し、湿原植生も著しく変化している。
　こうした状況に鑑み、湿原環境を保全・再生するため、環境省等と連携して自然
再生推進法の趣旨に則り、平成１５年「釧路湿原自然再生協議会」を発足した。平
成１７年度には、全体構想(平成１６年度策定)を踏まえ、茅沼地区の旧川復元等の自
然再生事業を推進する。

　

釧
路
川

釧
路
川
旧
川 ○第３回自然再生協議会

第３回協議会では、出席者は少人数のてテーブルに分かれて議
論するブレインストーミング形式により活発な討議がなされました。



【事業間連携】

　

　　　　　稚内市「全国都市再生のための緊急措置」のための連携

（稚内港マリンタウンプロジェクト・中心市街地活性化事業・シーグランド計画）

☆　離島及びサハリンを結ぶフェリーターミナル機能を中央ふ頭に集約し、ＪＲや
　バス等との交通結節点機能の充実を図りながら、マリンタウンプロジェクト、中
　心市街地活性　化事業及びシーグランド計画の連携により、観光と国際交流の拠
　点作りを目指す。
☆　「全国都市再生のための緊急措置～稚内から石垣まで～」の中で、都市観光の
　推進事例にも指定されており、海に開かれた交流による観光振興を推進する。
☆　開発局の事業としては、稚内港中央ふ頭での離島及び日ロ国際フェリーターミ
　ナル整備による港湾機能の強化で各プロジェクトと連携し、地域の活性化を展開
　する。

稚内市における「都市観光」の推進

●マリンタウン
　　　　　プロジェクト

　　港湾機能の強化

●中心市街地

　　　　　活性化事業

　　市街地再開発

●シーグランド計画

　　観光拠点づくり

シーグランド計画シーグランド計画
中心市街地活性化事業中心市街地活性化事業

マリンタウンプロジェクトマリンタウンプロジェクト

●離島・国際交流拠点の形成
●観光産業の活性化 稚内市経済の活性化

ﾌｪﾘｰで離島へ向う観光客
（年間乗降客数約100万人）

日ロﾌｪﾘｰで来道するロシア人
（年間乗降客数約5千人）

・サハリン交流施設・サハリン交流施設

・地場産業の振興・地場産業の振興 ・交通ターミナル機能強化・交通ターミナル機能強化

・大火跡の再生・大火跡の再生

・商業の活性化・商業の活性化

・離島・国際フェリーターミナルの移転・集約・離島・国際フェリーターミナルの移転・集約

・市街地との導線確保・市街地との導線確保

・水辺のシンボル緑地・水辺のシンボル緑地

通過点から滞留ゾーンへ通過点から滞留ゾーンへ

　稚内市から離島及びサハリンに
フェリー航路が開らかれています。

取組事例（３）



【事業間連携】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取組事例（４）

総合的な防災情報の共有化

　高度情報化社会実現のための共通基盤である河川・道路管理用光ファイバ

等を活用して、防災関係機関が相互に連携し、防災情報のリアルタイムな共

有を実現する「広域防災情報ネットワーク」の整備を推進している。　　　

　このネットワークを地域に展開することで、より迅速かつ的確な災害対応

が可能となり、災害に強い地域づくりが推進される。

　

　他の防災機関との連携により、道内にある常時観測火山（５箇所）周辺をはじめ

とした各地域において、「広域情報ネットワーク」の整備を推進する。



　空知地域では水田の畔や農業用水路敷地にハーブを植栽し、害虫を抑制するこ
とで除草剤の使用を抑え、安全な米づくりと潤いある農村景観を形成することに
より、主要な地域産業である農業と観光の振興を目指す試みが行われている。
　これらの取組を支援するため、農家やＮＰＯなど地域の方々と協働して、幹線
用水路、国道用地、河川敷地等へのハーブ等の植栽を広げる活動に取り組む。

【地域住民との協働・連携】　

多様な主体の連携による豊かな田園空間の形成

ハーブ植栽による減農薬米（ハーブ米）生産と景観形成の支援

国道

農業用水路

河川

水田畦畔のハーブ植栽

　空知中央地区における農業用
水路敷でのハーブ等植栽　　　　　

（地域住民の参加）

空知中央地区における農

業用水路法面の景観植栽　　　

河川堤防におけるハーブ試験
植栽（地域住民の参加）

水田の畦畔にハーブを植栽する
ことにより、雑草や害虫の発生が
抑制され、減農薬米（ハーブ米）
が栽培可能になります

ハーブ米
　　住民ボランティアとの連携
　 による国道用地への植栽

取組事例（５）



【地域住民との協働・連携】

　

　本施策では、「官民協働による“きめの細かい”交通確保」、「冬期における高
齢者対策」を目的として、地域ボランティア団体を募集し、住民ニーズに即した、
よりきめ細やかな雪みち対策の展開、地域コミュニティーによる協働型雪対策の実
現に取り組む。
　平成１５年度からの試行を踏まえ、平成１６年度より全道で本格的に展開してい
る。
　現在、全道で31団体の参加が予定されており、今後も広くアピールして参加団体
の増加を図る。

地域住民等との連携による冬期ボランティア・サポート・プログラム（ＶＳＰ）

の本格的展開

○VSP活動イメージ

○これまで試験的に行なったVSP実施状況

地域ボランティアによる歩道除雪
（移動融雪機の貸出し）

地域の町内会と開発局の役割分担のもと、町内会
の協力をいただきながら、歩道除雪を実施し、歩
道環境の改善を図りました。

地域ボランティアによる歩道への砂散布
（つるつる路面対策）

地域の町内会やガソリンスタンドなどの協力をい
ただいて、滑り止め材として歩道に砂を散布し、
歩道環境の改善を図りました。

・滑り止め砂散布
・歩道の除雪
・流雪工設置箇所での
　高齢者宅前等の投雪

・滑り止め砂の提供
・小型融雪機の貸出
・小型除雪機の貸出

地域ボラ
ンティア

北海道
開発局

支援支援

参加

　VSP実施

協
定
締
結

取組事例（６）



 

【地域住民との協働・連携】                 取組事例（７） 

    
シ－ニックバイウェイ北海道の本格的展開 

 

国土交通省北海道局及び北海道開発局では、みちをきっかけに地域住民等と

行政とが連携し、景観をはじめとした地域資源の保全・改善の取組を進めるこ

とにより、美しい景観づくり、活力ある地域づくり、魅力ある観光空間づくり

を図る「シーニックバイウェイ北海道」のモデル的取組を、平成１５年度から

千歳～ニセコルート、旭川～占冠ルートの２ルートで推進している。平成１７

年度からは全道に本格展開を図る予定である。 

 

▼道路沿道景観診断の取組

▼体験型観 ▼イベントの開催 ▼地域資源等の勉強会

ひと・みち

景 観 

美しい 
景観づくり 

○安全・安心な交通の確保 
○美しい沿道景観・国土づくりの創出 
○普及啓発によるブランド化の確立 

行 政 

舞台装置づくり 
地 域（住民,NPO,企業等) 

 連 携

【３つの連携要素】

活力ある 
地域づくり 

地 域 

 観光メニュ

●魅力あ

▼景観ポ

 シンポジウム、イベントの開催、等 

●活力ある地域づくり 

沿道の植栽、清掃活動、景観の

●美しい景観づくり 
■主な取り組み 

 

地域への愛情、誇りの醸成 
訪れる人へのホスピタリティ向上
○地域活性化への取り組み（提案・実施） 
○地域固有資源の再発見・保全・活用 
○地域情報の発信 
▼ＨＰによる情報発信光の実施 

 

魅力ある 
観光空間づくり 

観 光 

ーの創出、情報発信、等 

る観光空間づくり 

イントの演出 
通信簿作成、等 



● 岩尾内ダム下流の現状 ● 岩尾内ダムの既設放流設備改良

● 対応策

下士別頭首工下流の流況下士別頭首工下流の無水状態

現　況（無水時） 放流実施時

クレストゲート１門当

Qmin≒3.6m3/s

・　河川流況の改善のため小放流設備を据
　付設置し、小流量の連続放流を実施。
・　河川流況及び環境を改善。

・常時放流　 Ｑ＝１．０m3/s程度
・水面幅　 無水状態 ⇒ ４割
・水質　 BOD　１．６㎎/ｌ ⇒ ０．８㎎/ｌ

現在、河川維持のための小流量を既設のクレストゲート
から放流することはできない。(Q≒3.6m3/s）
（微少開度となり振動が発生）

常用洪水吐き

朝日町

士別市

岩尾内ダム

天塩川

支川　剣淵川

ダム直下無水区間
L=0.9km

至　日本海

下士別頭首工下流無水区間
L=0.6km

無水・減水区間延長
L=28.6km

小放流設備

無水・減水区間の状況

藻の発生（減水時）

【コスト構造改革】（既存ストックの有効活用）                     取組事例（８）

既存ダムに小放流設備を新設することによる河川環境の改善（岩尾内ダム)
                                                    【水環境改善事業】

　岩尾内ダム下流は、時期によっては川に水が流れない状況（無水・減水）が発生するなど、
河川の水質、環境、景観などに悪影響を与えており、地元自治体からも流況改善への要望
が出されている。
　このような状況を改善するため、ダムの洪水調節のために空けておくべき容量の一部を、
洪水調節に支障のない範囲で水を貯めておき、新規に設置する「小放流設備」から少しずつ
下流に放流することで、無水・減水状況の解消によりダム下流の河川における水環境の改
善を図る。
（平成１６年度 ～ 平成１８年度予定）

水環境
の改善



　

　戦後から高度成長期にかけて整備された港湾施設は、老朽化による機能低
下が著しいものが多い。このため、施設の改良により新たな要請に対応する
とともに施設の延命化でライフサイクルコストの縮減を図る。

老朽化した港湾施設の改良による長寿命化

【コスト構造改革】既存ストックの有効活用　　　　　　　　　　取組事例（９）

激しい波浪に耐える北防波堤

　小樽港北防波堤は、明治３０年の建設か
ら１００年を経ても第１線防波堤として機
能を発揮している全国でも例のない施設で、
北海道遺産にも選定されている。

　建設当時の設計思想を受け継ぎつつ、
飛散している一部の捨塊等の再構築によ
る防波堤の延命化で歴史的な高い価値を
継承する。

苫小牧港岸壁の改良

老朽化で破損する岸壁
改良で蘇る岸壁

改良前 改良後

●適時適切な改良工事の実施によるライフサイクルコストの削減

小樽港防波堤の改良

効
用
・
性
能

供用期間

標準的供用限界

当初のライフサイクル

　　　対策なし

　　　今回の改良工事
改良工事

施設の延命化

　供用限界まで対策を講じない場合、

当初の性能への復旧に大きな費用が

必要

年



　道路整備事業では、｢新構造ボックスの採用」による盛土量の大幅な縮減や「複合鋼
管橋脚の採用」による橋梁橋脚の施工性の簡素化による下部工のコスト縮減を図る。
　水産基盤整備事業では、臨港道路の橋梁にジャケット式橋脚を採用することでコスト
縮減と工期短縮を図る。

　

新技術の活用によるコスト縮減

【コスト構造改革の推進】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取組事例（10）

□新構造ボックスの採用（帯広・広尾自動車道）

□複合鋼管橋脚の採用（一般国道２２９号　積丹防災）

0
.4

〜0.6m
 

1
.7

〜2.2m

従来の構造 複合構造

　新構造ボックスの概念図最小土被り50㎝(
舗装＋路盤)
＋頂版厚

頂版をｻﾝﾄﾞｲｯﾁ構造とすることで
計画高さを下げることが可能

○新構造ボックスの適用により、
盛土高さ及び幅の縮減が可能と
なり、大幅な土工量の縮減を図
ることが出来ます。

○複合橋脚構造により、橋脚断面の縮小や鉄筋の組立・加工等施工性の簡素化
　を図ることが出来ます。

□臨港道路の橋梁におけるジャケット式橋脚の採用（追直漁港）

構造形式概念図

実績の多い構造形式
（フーチング式橋脚）

採用構造形式

（ジャケット式橋脚）
鋼管杭

ジャケット式

橋脚コンクリート

帯鉄筋

軸方向鉄筋

鋼管

○ジャケット式橋脚の採用により部材の工場製
作が可能となり、現場での施工期間が短く１基
あたりの工事費も安価となる。

ジャケット式橋脚

橋梁橋脚イメージ図



【地域資源の有効活用】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取組事例（11）

　地域の水産業や林業で発生するホタテ貝殻や間伐材等を地域資源として公共事
業へ利活用することにより、循環型社会の形成を目指す。

　

ホタテ貝殻や間伐材等、未利用資源の公共事業への有効活用

ホタテの貝殻の利用

ホタテ貝殻の投入状況

・防波堤のケーソン中詰の一部に
　ホタテ貝殻を利用

ケーソン

宇登呂漁港　波除堤イメージ図

間伐材の利用

【水産基盤整備事業】

【国営総合農地防災事業】

（稚内中部地区等）

ホタテ貝殻を暗渠疎水材として投入

【道路整備事業】

耕土埋戻

ホタテ貝殻

暗渠排水管

φ６０mm

農地の排水改良への利用（概念図）

【従来の鋼製防雪柵】 【木製の吹き溜式防雪柵】

防雪柵への活用

（旭川紋別自動車道）

視線誘導樹への活用

（一般国道242号他）

【従来の視線誘導柱から視線誘導樹へ】



　
　広大な国土空間、積雪寒冷な気候など北海道の地域特性に適応した構造や、施工
方法等を採用することにより、効果的・効率的な事業の推進を図り、地域の特性に
応じた施設整備を進める。
　

北海道の地域特性に対応した効率的、効果的な道路整備の推進

【北海道スタンダードによる地域の特性に応じた開発事業の実施】　　　取組事例（12）

　

　

既存林を活かした中央分離帯の例
（北海道縦貫自動車道　和寒ＩＣ～士別剣淵ＩＣ）

既存林を活かした防雪林の例
（一般国道４０号　豊富バイパス）

見直し後

従　来
吹止め式防雪柵
（固定式のため無積雪期に撤
去されない）

固定式視線誘導柱

電線・電柱

従来通りの
盛土形状

人工構造物の
中央分離帯

景観にも配慮した
防雪林

ﾗｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞを施した
なだらかな盛土形状

走行支援システムなどITSの導入の活用

電線類の移設・撤去

人工構造物を用い
ない中央分離帯

視線誘導樹の検討

一般国道２７６号岩内共和道路等
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